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今唱‖久、身近な南艶や希梁轟して右、ての産次、・応急処置
と　わかりやすく植えていきrこいと汽・いよす。

外参考密封rあそ写誓塊1Jよリ

子とものサイン

症状が改善しても、その日は外あそぴや

歩を控えて、涼しい室内でゆったり過ご

た太∴墨の汀をか蟹1ている

一たるそうにしている

とンふく痘はぎがけい納め尤て痛がる

にむら返を封
へ富豪喜哉ははこき旺ノている

詣頭を痛めてる

緩、った切払ていて、登塵に力が

太らない
ノ敬いてい患、敗者営うになる

艶がうつろになっている

ゾ一体に触ると、普段遽り異様に熱い

メ体が嶋が宅が考と輯いれんする

撤呼びか持ても短拓かない

（＼主事経をたたいても反応が庵領

や∴長ミィコ・・一■．．ト、

対応

こ■‾【　∴■∴‾＝‾J‾・‾：ニー

．こh－．1　＿　　‾‾　　岬－■．■1＿＿三■

覚慧琴意を琴誓

∴二二∴　＿‘二‾「＿二

∴■■　rこて▼　‥■　‾二‥＿∴l

曾蚤薫賞∴葦澄巨

万が一、ぐったりしているのに気づいたら＼20分以内に体温を下げましょう。

水分を専える

飲めるようなら、スプーンで少しずつ水を

服を脱がせて＼ぬれタオルで体をふき、うち　与える。

わや扇風機で風を送って冷やす。　　　r

－ラ一一の風を直接当てない、急に体が

えて症板が悪化する」とも、〉

蘭ゆ，くりのま〉よなし

ゃ守ごいすモなみまなし

感　沸とびっきりり釦まなし

み入れた物庖与え㌣払封

千載24鰊キ園記念品（一軍呵）鯛思
叫、ないいすよレ　しであ　風なが　レ、釦まなし

叫、ないいなレ、がお　産rこくさんのあよなし

慮　′う、わ′う、わのおし見なし

⑪うちのかそ・、く

鞍うちの机で、け

罷・うちのぞんき‾ゝ

餞そtっくんの　まじめてのほっりん

狸そ、、っくんのすてきな妹こフ

喝でフくんのクリスマス70レ色・ント

㊥奉しい部屋にばかりいると、
体温調節の機能低下に。適

で汗をかくこと

と、体調を崩す原

因に。暑くて食欲のない訓は、

バナナやおにぎりを一口食べ

るなど、カロリーや塩分を

とって

㊥垂眠不足はだめ。寝苦しいと
書は、冷えすぎないよう注意

しながら、冷房を使う

風通しのよい目陰や涼しい室内に移勤し、‘名前を呼び意識を確乱返事をしたり、泣き

緋漸細目　熟を測るゥ
クに塩をiつ寡

出したりしたら、意識があるので、2へ進む。

意識がなければ救急車を呼び、2、4、5
の娘叢へ、意識がないときは、無矧二水

を飲ませない、

のき合本とのくまと

風儀村里ねこの足が少し見えて＼｝5ページ、があり印。

偏かいるねェ　切でいてごうん」と声がけrてら

頭も鰍亘，つけて九躾の車真触てので黒む拐なちゃん（昭）

それから

し・・ゆ兄ちゃんり′トこなれよ

紙密を開けよフとま合本の上ぐ長いミ　熱戦著聞‖

次のへ。－シ・・もめくってやり　ねこがはい出してくまと、　二コッ。

そうや，てじゅなちゃん両可丁かもの間こり、終車。r；イく2ヤージ再

離れ乙せんでLr：。

ビtl　お手ご＿′′LtいっLL（こ

、絵争t寄・LL・て・・下プ、、ね．／

、綿・範後払　七　　　　　　㌢

〃ヰ（も瑚ヒわのい棒向入りひす。知　硝畔　といこかて・t向が勒餌こんrさうラなあと倦巨させふ、、
ヌー向のしこあいといっしょ。い合乙丁ご胤が棒育嵯圧頼、吠豆んけ拙。おし・lりそ。練サり毛先持て　生乳tくり

せて

面　内凸面　恒う　と、lのく行り南条∂、、空沃地をヱ逢い令もせまらて・し弓。撃しん（よ晴れ輝恒こり　水草扁

濠
∴
罵
∴
雷

攣
‥
．
・
．
一
山

警
誹
㌫
〟

蟹
　
評
　
叫
ノ
ィ

肇
　
濃
二
幕
　
つ

箋
　
浴
　
し
綾

∵

　

　

■

　

∵

　

二

賽
′
回

夏
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
の
時
季
に
、
最
も
注
意
し
た
い
の
が
熱
中
症
で
す
。
低
年

齢
児
ほ
ど
命
に
か
か
わ
る
危
険
性
が
高
く
な
る
の
で
、
大
人
よ
り
も
細
心
の
注
意

が
必
要
で
す
。
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
し
っ
か
り
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

監
修
／
田
村
幸
子
（
田
村
内
科
小
児
科
医
院
　
日
本
小
児
科
学
会
小
児
科
専
門
医
）

守
」
ノ
ム
ー
で
㌦
∵
ノ
ン
ふ


